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 午前 １０時 ００分 開会 

教 育 長  皆さん、おはようございます。令和７年、本年もどうぞ、皆様、よろしくお願

いいたします。 

 本日は４名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立しております。 

 それでは、ただいまから令和７年第１回の教育委員会を開催いたします。 

 本日の会議に出席する職員は、林次長、雨谷地域教育力担当部長、諸橋教育総

務課長事務取扱参事、金子学務課長、冨田指導室長、柏田新しい学校づくり課長、

早川学校配置調整担当課長、彼島施設整備担当副参事、太田生涯学習課長、高木

地域教育力推進課長、石野教育支援センター所長、松崎中央図書館長、以上１２

名でございます。 

 本日の議事録署名委員は、会議規則第２９条により、青木委員にお願いします。 

 本日の委員会は傍聴者はいらっしゃいません。 

 次に、非公開による審議とする案件の確認をいたします。報告２「板橋区スマ

ートスクールプロジェクトの改定について」は、令和７年２月の文教児童委員会

で審議を予定している案件のため、本日の教育委員会において公開で審議を行う

ことにより、具体的かつ自由な討論、質疑ができないおそれがありますので、一

時非公開による審議とし、議事進行の都合上、委員会の最後に処理することにご

異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

教 育 長  それでは、そのように処理します。 

 

○報告事項 

１．令和７年度学校用務業務の新規民間委託校について 

（学－１・学務課） 

教 育 長  それでは、報告事項を聴取します。報告１「令和７年度学校用務業務の新規民

間委託校について」、学務課長から報告願います。 

 

学 務 課 長  資料は「学－１」をお願いいたします。 

 令和７年度学校用務業務の新規民間委託校についてでございます。 

 １でございます。 

 定期清掃業務委託校が、令和７年度から新たに、蓮根小学校、若木小学校、板

橋第五小学校、板橋第七小学校、弥生小学校の５校が加わることとなります。 

 ２、令和７年度の業務委託校の内訳でございます。 

 小中学校は、７３校中６４校が定期清掃または用務業務の委託となります。直

営校は、これによりまして９校となります。 

 幼稚園、特別支援学校につきましては、昨年度と同様、特に変更はございませ

ん。 

 報告は以上でございます。 
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教 育 長  質疑、ご意見等がございましたらご発言ください。 

 よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○報告事項 

３．令和６年度「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に

係る文部科学大臣表彰について 

（地－１・地域教育力推進課） 

教 育 長  それでは、続いて、報告３「令和６年度「コミュニティ・スクールと地域学校

協働活動の一体的推進」に係る文部科学大臣表彰について」、地域教育力推進課

長から報告願います。 

 

地域教育力推進課長  よろしくお願いいたします。 

 令和６年度「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に係

る文部科学省大臣表彰について、ご報告をさせていただきます。 

 「地－１」をご覧ください。 

 コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進に関する文部科学大

臣表彰につきまして、緑小学校のｉＣＳの取組を推薦したところ、このたび表彰

が決定いたしました。 

 １の表彰対象につきまして、コミュニティ・スクール委員会と学校支援地域本

部の一体的実施によりまして、学校運営の改善強化のみならず、学校を核とした

地域づくりの効果を取り上げている取組、こちらが表彰対象になります。 

 ２の被表彰取組といたしましては、緑小学校コミュニティ・スクール委員会並

びに学校支援地域本部の「ビオトープの設置と維持管理を軸とした子どもたちと

ともに考える環境教育の実践」です。 

 詳細は、この後、説明いたします。 

 ３のその他につきまして、２月２８日に文部科学省の方で表彰式が開催される

予定となっております。被表彰取組は１０７件ございます。 

 ２ページ目にお移りください。 

 緑小学校の取組内容を記載しております。 

 緑小学校では、緑豊かな特徴を生かしまして、環境教育を推進するために、校

庭改修のタイミングでビオトープの設置を検討いたしました。また、これをきっ

かけとして、子どもたちが地域住民との協働・対話を通しまして、「課題発見・

解決学習」を深めることをめざしました。 

 右に行きまして、自然体験活動を軸に、地域一体となって環境教育に取り組ん

で、持続可能な社会の担い手を育成していくということでございます。 

 その下の工夫やポイントにつきましては、コミュニティ・スクール委員会の中

で子どもたちが主体となって管理をし、地域がそれをバックアップする体制を構
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築するために、ＣＳ委員会の中でアイデアを出し合ったり、また、ビオトープ設

置後も、休み時間に子どもたちと地域住民、教員がビオトープに集まって、観察

して話す、「レッツビオトーク」と書いてあるところですが、そのようなイベン

トを、月１回程度、実施しております。 

 また、右に移りまして、地域学校協働本部、これは学校支援地域本部のことで

すが、こちらとしては、地域住民にボランティアへの参加を呼びかけて、腐葉土

づくりであるとか、植林、あるいは美化活動を継続的に調整を行っていたり、地

域住民をビオトープに関するゲストティーチャーとして招いたりする取組を行っ

ております。 

 また、その下、真ん中辺りのコミュニティ・スクール委員会と地域学校協働活

動の一体的実施につきましては、コミュニティ・スクール委員会で出たアイデア

を基に、地域コーディネーターが調整をして、ビオトープの看板であるとか、生

き物の隠れ家を地域の方が作成するなど、ビオトープを通して、自然とのつなが

りだけでなくて、人とのつながりも育んでいるといったところです。 

 雑駁ですが、説明は以上です。 

 

教 育 長  それでは、質疑、ご意見等がございましたらご発言ください。 

 

野 田 委 員  ご説明ありがとうございました。ご表彰を受けられたということで、おめでと

うございます。 

 私も緑小学校に行って、このビオトープと腐葉土づくりだとか、このビオトー

プの設置からビオトープを作っていく過程などの説明を受けました。 

 今ご説明いただいたように、地域の方々のご協力は非常に大きくて、ビオトー

プの設置から、そこに色々な生き物を生息させていく難しさだとか、様々な苦労

をお聞かせいただいて、大変すばらしいビオトープができて、また、それをこれ

まで自然な形で維持されてきたということで、学校と地域の皆様、学校に関係す

る方々の力が非常に注がれた結果だと思っております。 

 子どもたちも、このビオトープを非常に大事にしながら、生き物の生息だとか、

四季折々の変化、そのようなところを観察されて、色々な気づきを得ていると思

います。 

 今回、この表彰を受けたということもありますし、できれば近隣の学校だとか、

地域の方々にも、多くの方々にビオトープや腐葉土づくりの体験だとか、そのよ

うなところに触れていただけるように、また、さらなる周知をしていただければ

と思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

地域教育力推進課長  ご意見をいただきまして、ありがとうございます。この緑小学校の取組に関し

ては、コミュニティ・スクール委員会と学校支援地域本部が連携・協働するとい

う、板橋区コミュニティ・スクールの考え方をまさに体現した形でやっていただ

いた取組であったというふうに考えています。 

 こうした取組が広く区立小中学校のｉＣＳの方に知っていただけるように、周
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知の方をしっかりと行って、ｉＣＳの取組自体がさらに充実するように努めてい

きたいというふうに考えています。ありがとうございます。 

 

野 田 委 員  よろしくお願いします。 

 

教 育 長  他にいかがでしょうか。 

 

小 林 委 員  すばらしい取組だと思って伺っておりました。 

 なかなか地域の関わり方は難しいと思うのですが、一緒に何かものを作り上げ

て、それをまた継続してやっていくというのは、とてもいい取組だと思うのです

が、地域の住民をゲストティーチャーとして招くということなので、どのような

お話があったのか、少しお聞かせいただけたら。 

 

地域教育力推進課長  ゲストティーチャーとして招かれたときの具体的な学習内容についてつぶさに

把握しているところではないのですが、地域の方々がそもそもビオトープに使用

する腐葉土づくりだったりとか、植林だったりとか、そのようなところに関わっ

てくださっているので、そのようなことが、背景というか、どのような形でビオ

トープを作れば環境になじんでいくのかとか、そのようなことを総合的に教えて

いただいているのかなというふうに理解しています。ありがとうございます。 

 

小 林 委 員  ありがとうございます。やはり役割がありますと、関わりが地域の人たちもあ

るのではないかなと思いました。どうもありがとうございました。 

 

地域教育力推進課長  ありがとうございます。 

 

教 育 長  他にいかがでしょうか。 

       私からは、この取組が学校と地域の連携・協働という点で寄与しているという

こともさることながら、教育の中身として環境教育が非常に充実しているという

ことで、さらに言えば、区が力を入れているＳＤＧｓもしっかり子どもたちが学

んでいるということ。多大な貢献をしていることが表彰されたと捉えております。

とても励みになる表彰を受けたと思います。 

       この賞を過去に本区で受賞した学校はありましたか。 

 

地域教育力推進課長  この文部科学大臣表彰は、２年に１回の推薦と表彰の決定を行っているもので

ございまして、過去に前野小学校の取組がこの文部科学大臣表彰の対象となって

表彰を受けているというところでございます。 

 その取組は、図書室を利用した放課後の学習活動、これは前野小学校が従前か

ら取り組んでいる、地域の方にご協力いただいて、学習活動を充実させるという

ことをやっている取組に対して表彰を受けたというところでございます。 
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教 育 長  ということは、２校目ということですね。 

 

地域教育力推進課長  そうです。２校目になります。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 ぜひ今後も、他の学校も受賞できるように、先ほど野田委員が言っていただい

たように、周知徹底していただいて、横展開が図れるといいと考えております。

引き続きよろしくお願いいたします。 

       それでは、よろしいでしょうか。 

（なし） 

 

○報告事項 

４．「子ども司書講座（全５回）」の実施報告 

（図－１・中央図書館） 

教 育 長  では、続いて、報告４「子ども司書講座（全５回）」の実施報告について、中

央図書館長から報告願います。 

 

中央図書館長  中央図書館長でございます。よろしくお願いいたします。 

 「図－１」の資料に基づいてご報告をさせていただきます。 

 子ども司書講座の実施報告でございます。 

 １、概要でございます。 

 本や図書についての知識を深め、学校や家庭、地域において読書の楽しさを伝

えるリーダー的役割を担う人材を育成し、将来のキャリア形成につなげる事業と

して、「子ども司書講座（全５回）」を実施したものでございます。 

 こちらは令和５年度からの新規の事業で、今年度で２回目という形になります。 

 ２の日時でございます。 

 土日に、２時～４時で、２時間の講座をセットして受講をしていただきました。 

 場所は、中央図書館で実施をしたものでございます。 

 ４、参加人数でございます。 

 今回は、中央図書館の学びのエリアである前野小学校の４、５年生を対象とし

て募集をいたしました。定員１０名だったところ、参加は６名だったという形に

なります。 

 資料は、次のページの方に行っていただいて、内容の方をご説明させていただ

きます。 

 子ども司書講座、全５回の講座になります。 

 １回目は、オリエンテーションであったり、図書館員の仕事について講義を受

け、実際の修理や装美の体験をしていただいております。 

 ２回目には、図書館の配架の分類に関わるもの、中央図書館にあるものについ

て講義を受け、その上で、配架であったりとか、予約の体験などをしていただい

たものでございます。 
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 ３回目以降につきましては、図書館の利用の方法であったりとか、企画、イベ

ントの方を準備していただいたり、このようなものを手伝っていただいていると

ころでございます。 

 ４回目には、おはなし会に実際に参加していただいて、子どもたちに読み聞か

せをしていただくといった実施になっております。 

 ５回目には、季節のクリスマスおはなし会の準備と展示作品の制作などを行っ

ていただいたものでございます。 

 資料、その次には、子ども司書講座のアンケートの集計結果がございます。 

 最後の方に、５／５ページの最後で、子ども司書講座は小学生を対象としてい

るのですが、中学生になっても仕事をしたいといったご希望がございましたので、

今後の事業の参考にしていきたいと思っております。 

 報告については以上でございます。 

 

教 育 長  それでは、質疑、ご意見等がございましたらお願いいたします。いかがでしょ

うか。 

 

野 田 委 員  ご報告ありがとうございました。 

 これは前回に続いて、非常に実践的で、なおかつ５回という限られた回数の中

で、それぞれの会が非常に充実した内容で、図書館の在り方だとか、オリエンテ

ーションで、図書館を運営してくださっている方たちのお仕事について、詳しく、

実習を交えて、協力していただいて、昨年度も今年度も非常に充実した、すばら

しい講座になったと思います。ありがとうございます。 

 実際に体験された子どもたちも、今まで知ることができなかった図書館の裏側

だとか、実際の図書館の在り方について、非常にたくさん勉強できたのではない

かと思います。 

 私も、年末に中央図書館に伺わせていただいて、この展示も拝見しました。 

 すごく目につくところにきれいに展示してくださっていて、こうやって子ども

たちと同じ年代の子たちが図書館でこのような勉強をしているということが非常

に分かりやすく伝わるようになっていました。このような周知もしていただいて、

ありがとうございます。 

 また別になりますけど、科学館との連携もされていて、同じように展示もされ

ていて、近隣とのつながりだとかも含めて、やはりこの図書館の在り方は非常に

重要で、子どもたちもたくさん集まってきますので、ぜひこの司書講座に関して

は大変貴重な経験になるので、引き続き、続けていただけるようによろしくお願

いします。 

 

中央図書館長  ありがとうございます。そうですね、企画について、やはり図書館の立地もご

ざいまして、公園の中にあるといったところで、子どもたちがよく目に触れると

ころなのかなと思っております。 

 企画については、今後、実施することと合わせて、地域のいろいろなところに
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拡大ができないかなということも併せて検討していきたいと思っております。 

 ありがとうございます。 

 

野 田 委 員  よろしくお願いします。 

 

善 本 委 員  よろしくお願いします。 

 私からは質問です。司書講座の中で、ビブリオバトルをやってくださっている

のですが、ビブリオバトルの投票者というのは誰になるんでしょうかという質問

です。 

 

中央図書館長  ビブリオバトルにつきましては、図書館のホールで行ったものでございます。 

 その場にいたお客様ももちろんいらっしゃいますし、この司書講座を受けてく

ださった方などを対象に行っております。 

 

善 本 委 員  ありがとうございます。質問をした意図は、ビブリオバトルって、やっぱりた

くさん聴衆がいて、投票してくださる方が盛り上がるし、子どもたちも、客観的

に見てもらえて楽しいなと思うので、ビブリオバトル自体については、そういう

意味でホールでやってくださったのはとてもよかったと思いますし、聴衆が増え

る工夫をぜひ引き続きしていただけるといいかなというふうに思います。 

 関係者だけじゃなくて、全くそこに関わりを持たない人たちが、それだけを聞

いて投票するというところにビブリオバトルは価値があるなというふうに私は思

っているので、ぜひ、引き続き、このエリアの取組をいろいろな人に見てもらえ

るように工夫していただければいいなというふうに思います。ありがとうござい

ます。 

 

中央図書館長  中央図書館でございます。ありがとうございます。 

 おっしゃっていただいていることは物すごく響いております。おはなし会など、

他のイベントと合わせて集客の方を図っていきたいと思っております。ありがと

うございます。 

 

教 育 長  では、他にいかがでしょうか。 

 

青 木 委 員  私も質問なのですけれど、ご説明どうもありがとうございました。 

 大変楽しい企画だと思いまして、アントレプレナーシップ教育という意味では

非常に重要な取組だと思っています。 

 １つ、興味を持ったのは、最後の５回目にあったクリスマスおはなし会の準備

というのがあったのですけども、クリスマスおはなし会とはどういう、クリスマ

スの時期にやられると思うのですけども、どの日程で、どういう方たちに向けて

やっているのか、少し伺いたいと思っているのですけど。 
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中央図書館長  中央図書館長でございます。 

 おはなし会の日程自体は、実は平日のお昼といった形になっております。なの

で、親子連れの方が多くいらっしゃっているところでございます。 

 内容としましては、もちろん絵本の読み聞かせや紙芝居といったものもあるの

ですが、その場でクリスマスカードなどをお渡しして、個別にシールを張ったり

とか、そのような工作が楽しめるようなおはなし会といった形にさせていただい

ております。 

 以上でございます。 

 

青 木 委 員  ありがとうございます。クリスマスの時期に、これは日本の取組ではないので

すけども、イギリスなどでは、クリスマスレクチャーという形で、２５日の昼間

に、子どもたちへのプレゼントという形で、図書館からためになるお話だとか、

そういう絵本の読み聞かせをやっているようなお話をよく聞くので、クリスマス

というイベントをうまく使うのであれば、そういう２５日や何かのクリスマスレ

クチャーというような形での取組というのは、割と、ある意味、集客につながる

場面もあるかなと思いますので、そのような方向性も検討していただいて、もう

少しイベントとして、何となくキャッチーな形もご検討いただければなと思って

少し聞いてみました。ありがとうございました。 

 

教 育 長  他に、いかがでしょうか。 

 私からは、アンケートの（６）にもありますが、子ども司書としてどのような

活躍をしたいですかと聞いているということは、受講した後、いろいろなところ

で、特に学校図書館もそうですし、中央図書館などでもお手伝いをしてくれると

いうことも想定されていると思います。この子たちが、今年は１１月ですので、

まだ活躍の場がなかったかもしれませんが、実際にどのような活躍をされている

のか、あるいは昨年度に受講した子どもたちが今年度どのようなことをしたのか、

情報があれば教えていただけますか。 

 

中央図書館長  中央図書館長でございます。 

 まず、昨年度、上板橋第四小学校の児童９名が司書として認定されました。 

 こちらの方々は、毎月第一日曜日に中央図書館に来ていただくと、配架であっ

たりとか、絵本の読み聞かせの準備であったりとか、そのようなお手伝いをして

いただいているものでございます。 

 この活動を続けるとスタンプがもらえて、１０個貯まると景品がもらえるとい

った形で、継続して活動していただけるような取組をさせていただいているとこ

ろではございます。 

 

教 育 長  ありがとうございます。ぜひ、講座で終わるのではなくて、その次に展開して

いけるような形で、今みたいに、いい形で進んでいますので、引き続きよろしく

お願いいたします。 
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 それでは、よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○報告事項 

５．小学生向け絵本づくりワークショップの実施報告 

（図－２・中央図書館） 

教 育 長  では、続いて、報告５「小学生向け絵本づくりワークショップの実施報告」に

ついて、中央図書館長から報告願います。 

 

中央図書館長  中央図書館長でございます。 

 続きまして、「図－２」の資料に基づいてご説明いたします。 

 こちらは小学生向けの絵本づくりワークショップの実施報告でございます。 

 子どもたちの表現力、豊かな想像力を育むことを目的とし、区立図書館１１館、

こちらで区内小学生を対象とした絵本づくりワークショップを実施したものでご

ざいます。 

 絵本をきっかけに、読書活動や絵本のまち板橋の推進にも寄与する事業として、

こちらででき上がった作品について、令和７年３月実施予定のいたばしこども絵

本展で展示を行うものでございます。 

 開催の日時につきましては、全１１館で五月雨式に実施をしているところでご

ざいます。 

 参加者数の一覧がございます。今年度の参加者数は、合計で１０３名といった

ところでございます。昨年度が９５名だったところで、少し参加者が増えている

といったところでございます。 

 実施の様子は画像のみになっておりますが、実際は３回の講座が組まれており

ます。 

 １回目に、絵本の作り方であったりとか、そのような講義を受ける。 

 次に、お話を考える、絵を考える。 

 最後に、本として製本をしていくといった形です。 

 こちらの３回の講座を各館で実施したものでございます。 

 次のページに移りまして、皆様の感想をいただいているところでございます。 

 毎年参加してくださっている方もいて、親子連れで来ていただいたりとかもし

ております。 

 最終的に、作品展示につきましては、中央図書館で展示をするといった形にな

っております。 

 事業の実施については以上でございます。 

 

教 育 長  それでは、質疑、ご意見等がございましたらお願いいたします。 

 

小 林 委 員  説明ありがとうございました。 
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 さすが絵本のまち板橋ということで、これだけ、先ほどのお話も含めて、その

ようなに広がりがあるということを私は知りませんで、勉強になりました。 

 いたばし子ども絵本展は、中央図書館で実際に見たりすることができるという

ことなのでしょうか。 

 

中央図書館長  中央図書館でございます。実際に作られた作品をそこに並べさせていただくと

いう形なので、実際に子どもたちの作った作品を見ることができます。 

 

小 林 委 員  ぜひ、行ってみたいと思います。 

 

中央図書館長  ありがとうございます。 

 

教 育 長  他にいかがでしょうか。 

 私からは確認ですが、各館、３回ずつのワークショップということですが、こ

れは３回連続講座なのか、それとも１回ずつ、違う方が参加するのか、どちらの

タイプでしょうか。 

 

中央図書館長  ３回連続講座になっております。同一の方が３回とも講座に参加するという形

です。 

 

教 育 長  簡単に、１回目、２回目、３回目の内容を紹介していただけますか。 

 

中央図書館長  １回目は、絵本作家の先生、児童文学作家の先生を呼んで、実際の絵本の作り

方の講義を受けていただく形になります。 

 その後、２回目、３回目は、主に作業が多くなってくるのですが、実際に絵を

描く作業であったりとか、お話を考えていく作業、それをさらに紙にしてつなげ

ていくといった作業の形になります。 

 なので、家で作ってきてくださっている方もいるのですが、おおむね３回の講

義としては、このような形で進めているところでございます。 

 

教 育 長  分かりました。これは「絵本のまち板橋」のブランド戦略に貢献できるもので

すし、とても人気のある講座になってきていますので、さらに増えるといいです

ね。 

 ただ、あまり増えてしまっても、定員があるでしょうから、この作業をすると

いうことでは限界みたいなものはあるのでしょうか。 

 

中央図書館長  まず館の大きさというところがございまして、視聴覚室であったりとか、会議

室の大きさで、なかなか定員をこれ以上増やすことが難しいというところがござ

います。 

 氷川図書館などはかなり会議室が狭かったりもするので、あまり多くの人が来



11 

られないなというところは、正直、ございます。 

 そういうときには、他の館のご案内をするなり、人数の上限については柔軟に

対応させていただいているところでございます。 

 

教 育 長  ぜひ人気のワークショップですので、引き続き、いいものにしていっていただ

ければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、よろしいですか。 

 

（なし） 

 

教 育 長  それでは、教育委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。 

 よろしいですか。 

 

（なし） 

 

教 育 長  それでは、先ほど申し上げましたように、報告２については非公開として聴取

いたします。傍聴人の方はいらっしゃいませんので、早速、報告２に入っていき

ます。 

 

○報告事項 

２．板橋区スマートスクールプロジェクトの改定について 

（支－１・教育支援センター） 

教 育 長  報告２「板橋区スマートスクールプロジェクトの改定について」、教育支援セ

ンター所長から報告願います。 

 

教育支援センター所長  教育支援センター所長です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 「支－１」をご覧ください。 

 板橋区スマートスクールプロジェクトにつきましては、令和２年度に策定をい

たしまして、毎年、更新をしております。 

 令和２年度に策定いたしました経緯は、ＧＩＧＡスクール構想が始まりまして、

一人一台端末の整備を行う上で、ロードマップ的な位置づけとして策定をいたし

まして、以後、機器の活用に重きを置いた内容とするもので更新をしてまいりま

した。 

 そのため、毎年、新たな内容を追記したり、表現を時系列から対象別にするな

どして更新を行ってまいりまして、８０ページ近いボリュームのある内容となっ

ておりました。 

 こちらの現在のものを改定するのですが、当初、導入した子どもたちの端末は、

全国的に、今年度、来年度に更新を迎えまして、ＧＩＧＡスクール構想の第２期、

次なるフェーズ、「ＮＥＸＴ ＧＩＧＡ」というフェーズに入ってまいります。 

 そのため、指針につきまして、内容を精査し、方向性を示すものといたしまし
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たので、前段としてご説明をさせていただきました。 

 作成につきましては、指導室とともに、こちらの方を進めております。 

 １ページ目でございますが、概要版の方でご説明をさせていただきます。 

 ２／４０ページをご覧ください。 

 今回の改定の要点になりますが、答えのない問いに対応できる子どもたちの資

質を育むために、教師中心の一斉指導から、子ども主体の授業へ転換し、個別最

適な学びと協働的な学びの一体的充実を図ることが重要となってまいります。 

 そのため、一人一台端末の活用をさらに進めていくことが求められています。 

 文部科学省が示しています「ＮＥＸＴ ＧＩＧＡ」で求められる取組を踏まえ

まして、「いたばし学び支援プラン２０２５」に掲げる「学びの循環」に基づき、

改定をしてまいります。 

 文部科学省では、ＧＩＧＡスクール構想の下で、校務のＤＸを推進するよう示

されておりますので、板橋区におきましても、教員の利便性向上、働き方改革に

つなげ、「学びの循環」をめざし、授業革新を実現するための環境整備を行って

いきたいと思います。 

 その下のめざす姿になります。 

 めざす姿といたしましては、３点ございます。 

 ①といたしまして、多様な学びを保障する端末整備。 

 こちらは、学校に配備する予備機の方を増設いたしまして、故障等にも迅速に

対応できる運用といたしまして、子どもたちの学びの継続というのをさせるため

の整備をしてまいります。 

 ②が、ネットワーク統合によります利便性の向上と校務ＤＸの推進です。 

 こちらは、現在、校務系と学習系のネットワークが別々になっていますが、そ

ちらを統合することで、利便性の向上をいたしまして、教員の働き方改革につな

げてまいりたいと思います。 

 ③といたしましては、児童・生徒一人一人に応じた学びというところで、ＩＣ

Ｔを活用した多様な学びの充実や、校務や学習に関するデータの分析等により、

児童・生徒一人一人に応じたきめ細かな指導につなげてまいります。 

 構成と主な取組です。 

 構成につきましては、第１部から第４部までで、第１部は教育のＤＸに向けて、

これまでの取組や成果、今後の整備の方向性とめざす姿を記載しております。 

 第２部の授業革新編、こちらにつきましては、指導室中心で記載をしていると

ころです。教育ＤＸに向けた授業革新の取組、一人一台端末の利活用の方策を記

載しております。 

 第３部、環境整備編につきましては、今後の一人一台端末の更新の内容ですと

か、ネットワークの整備、校務のＤＸに関する計画を記載しております。 

 第４部といたしましては、資料編として、今回の指針に関する資料を掲載して

おります。 

 主な取組のめざす姿①の主な取組といたしまして、こちらの方は多様な学びを

保障する端末整備ということで、児童・生徒、各学校、予備機の方が各２台とい
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うことで、故障などが起きたときにすぐに対応ができないというところがありま

したので、こちらの方、予備機の方を十分配備をしていくところです。 

 活用が進むにつれまして、故障の対応も多くなっておりまして、昨年度末には、

板橋区に限らず、故障のために修理に出す自治体が増えたのですけど、修理工場

自体は皆さん一緒なので、大変混みあって、なかなか端末が子どもたちの手元に

戻らないというような状況がございました。 

 国でも、このような状況について問題であるというところで、今回の調達に関

しましては、予備機の分も含めた補助額というのが示されております。 

 なので、そのようなところで予備機の方を十分に配備していきます。 

 めざす姿②といたしまして、校務のＤＸ化になります。 

 現在、授業等を行う学習系のデータはクラウドで、児童・生徒の情報管理、成

績情報や保健情報などは校務のデータとしてサーバーで管理しています。 

 校務のシステムがクラウド版を活用することができると、こちらのネットワー

クの統合が進みまして、それぞれの持つデータが連携できるようになります。 

 この右側の方になります。 

 データを連携することで、それぞれの情報を可視化や分析することができ、そ

の情報を１つに集めてダッシュボードとして見せることができまして、色々な部

分で教育の情報を活用していけるということで、この右上のダッシュボードも準

備をしていきます。 

 その下が教員の現在のパソコンの状況ですが、先生方は２台のパソコンを使い

分けしております。 

 授業は、今、私たちが見ているＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋで無線で行っております

が、校務につきましては、職員室で有線で利用しています。 

 今年度は、一部、先行で実施しておりますが、令和７年度までに１台化を完了

させます。１台化は完了するのですが、授業では無線、校務は有線ということで

使い分けをしていただきます。 

 令和８年度につきましては、どちらも無線で使えるように整備していきますの

で、こちらの方はどこでも使える、場所を選ばずに使用できるということが可能

になってまいります。 

 めざす姿③といたしまして、こちらはデジタルを活用したこれからの学びを進

めてまいります。 

 児童・生徒が一人一人の興味や課題意識に基づき、他者と協働しながら、自ら

の見通しを持って自律的に学習を進めていく授業をめざしていきます。 

 この授業の図を少し見ていただきたいのですが、左側の方が主に今使われてい

る内容で、教員が子どもたちに情報発信したり、やり取りをする。例えば課題を

送付したり、成果物をこちらに提出してもらったりというところで、あと、コメ

ントのやり取りをやっているというところでありますが、それをもう少し、この

右側の部分、教員と子どもたちだけでなく、子どもたち同士が情報を共有、やり

取りをするような場面を増やしていくというところを進めていきたいというふう

に思っています。 
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 教員からだけではなく、子ども同士でコメントなどをやり取りしたり、学習状

況を共有して、他者の考えを参照したり、共同編集したりできるというところを

進めていきたいというふうに思っています。 

 また、校務系のデータと学習系のデータを連携することによりまして、子ども

の細かな情報まで見てとるようなことができますので、細かい指導につなげてい

きたいというふうに思っています。 

 では、本編の方になります。 

 ページをめくっていただきまして、表紙がありまして、４／４０が「はじめ

に」になっております。この「はじめに」の部分をこの概要版の改定の要点とい

うふうな形で記載をしております。 

 目次がございまして、次が、「第１部 教育のＤＸに向けて」というところで、

記載をさせていただいております。 

 ここの２のＩＣＴ環境整備の方向性とめざす姿、こちらについて、概要版のめ

ざす姿として記載をさせていただいております。 

 送っていただきまして、８／４０ページから、「第２部 授業革新編」が始ま

ります。 

 こちらのところ、１の部分では、教育ＤＸに向けた授業革新といたしまして記

載をしておりますが、このところで、令和６年度の全国学力・学習状況調査の結

果からも、「課題の解決に取組、考えをまとめ、発表・表現する場面でＩＣＴを

活用する頻度が高い学校」は各教科の正答率が高いという結果が出ているという

ところなので、そこのところもこちらに記載しております。 

 やはりその一方で、その下になりますが、教員間のＩＣＴの活用指導能力につ

きましては、学校間でしたり、教員間の格差があるというところもありますので、

授業の在り方の研究、それを普及啓発していく、研修を通じて教員の指導力を図

っていきたいというふうに考えております。 

 また、併せて児童・生徒の情報活用能力についても育成をしていきたいという

ふうに考えております。 

 ページを送っていただきまして、これまでの成果と課題というところで載せさ

せていただきまして、１０／４０ページから、こちらはデジタルを活用したこれ

からの学びというところを書かせていただいております。 

 こちらの方は、東京都で研究を進めているところで、そちらの方を受けまして、

この提案を板橋区版という形で進めていきたいというふうに思っております。 

 現在、志村第二小学校でこのデジタルを活用した学びについての研究をしてく

ださっています。 

 ページを送っていただきまして、一人一台端末の活用イメージ、また、授業実

践の方を記載しております。 

 １６／４０ページに、児童・生徒の情報活用能力の育成について記載をさせて

いただいております。 

 １７／４０ページと１８ページにつきまして、こちらは板橋区の児童・生徒の

情報活用能力の指標ということで、昨年度、板橋区版を定めましたので、そちら
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も、引き続き、掲載をしています。 

 １９／４０ページに、一人一台端末の利活用の方策を載せております。 

 第３部といたしまして、２２／４０ページから、環境整備編ということで記載

をしております。 

 こちらの②のところ、一人一台端末の更新のところで少しお話をさせていただ

きます。 

 冒頭で、子どもたちの端末が更新を迎えるということなのですが、板橋区の場

合には、令和７年１０月末にリース満了を迎えます。 

 今回の調達につきましては、国の方針によりまして、都道府県単位の共同調達

会議において仕様の検討を行い、事業者の選定を行うこととなっております。 

 共同調達会議で板橋区としての意見を言う場面では、次の端末にどのようなこ

とを優先したらいいのかというところ、そのようなところを、板橋区では学校の

管理職、教員、児童・生徒の他、保護者の代表、ＰＴＡの方にアンケートを取ら

せていただいて、そのような重視する要素を抽出いたしました。 

 その次のページのところの２３／４０の上段の方に書いてありますが、板橋区

としては、重さ、処理能力、壊れにくさ、こちらの方を重視する意見が多かった

ので、板橋区として挙げさせていただきました。 

 仕様の方に盛り込んでいただき、来月、こちらの方は機種や事業者が決定する

ということになっております。 

 ２４／４０ページのところ、（２）のネットワークの整備計画になります。 

 こちらの方が、国の推奨帯域を示す小中学校が全体の６％ということでありま

したので、こちらの方はアセスメントを行いまして、現状の台数や使用状況であ

れば問題はないが、今後、使用状況によっては、ネットワークが遅れてしまった

り、途切れてしまうことがあるということが分かりましたので、こちらの方も増

強してまいります。令和７年度末を目途に整備をしていきます。 

 次の２５ページからは、校務ＤＸについて、冒頭の概要版で説明した内容にな

っております。 

 あとは、資料編といたしまして、先ほどの端末の更新に当たりまして、調査を

した結果などを載せております。 

 長くなりましたが、以上となります。よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  それでは、質疑、ご意見等がございましたらお願いいたします。 

 

青 木 委 員  ご説明ありがとうございます。非常に方向性としては望ましい方向だというと

ころで評価をしたいと思うのですが、実現性とかというところに向けて、２点、

質問がございます。 

 今、Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋで令和７年度からも行くという形で、継続でという

ことですと、Ｇｏｏｇｌｅのベースでやっていくことになろうかと思うのですが、

最後の２１ページ等にも書いてある点で、これ基本はもう、校務の支援も、それ

から教務系も、具体的にはクラウドというところになると、最後にありますよう
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に「Ｇｏｏｇｌｅ Ｗｏｒｋｓｐａｃｅ」を使うという形になろうかと思います。 

 これは当面はよろしいと思うのですが、やはりデータが増えていくと、Ｇｏｏ

ｇｌｅドライブや何かも、もう今、限界があるという形で、Ｇｏｏｇｌｅ社の方

で上限を設定するような動きが出てきていて、私が所属する大学の方では、もう

先生たちの教材が上限にいってしまって、仕方ないので、別のクラウドサービス

に動くというようなことをしています。 

 ですから、これからも積極的に使うというところまで少し時間はあろうかと思

うのですが、二、三年先を見据えると、Ｇｏｏｇｌｅドライブや何かも限界があ

るというところを少し念頭に置いた方がいいかなというところを思ったのが１点。 

 それから、もう１点が、ネットワークの環境整備ですね。これは非常に重要だ

と思っていまして、１０ギガ化が進むのは令和８年いっぱいになりましょうかね。 

 今、子どもたちは、いわゆる中学生ぐらいになるとスマートフォンをみんな持

っていますので、スマートフォンで５Ｇを使っていると、こっちの方が全然早い

じゃないかというような形で、どちらかというとタブレットよりスマホを使おう

よみたいな動きが本校の中でもたまにあったりするので、徹底してタブレットを

使わせるという形の校則をかなり厳しく引いているというようなことがあります。 

 そういうバランスを考えていくと、効率的には早い方が子どもたちはやっぱり

どうしてもいいという方向へ行ってしまう向きがあると思うので、その辺の対策

等を含めて、いわゆる今、変遷というか、変わってきている時期の中で、この辺

のところをどう考えて対症療法を考えているのかというところで、もしアイデア

があれば、少しお聞かせ願いたいなと思って質問しました。 

 よろしくお願いいたします。 

 

教育支援センター所長  ありがとうございます。 

 １点目のクラウドのお話になりますが、やはり今も少し学習で使う中で上限に

なっている、写真とかだと容量が多いというところがありますので、そのような

ところについては、別で保管してもらうような手だてというのを取っていただい

ております。 

 なので、これから校務の方のＤＸを進めていく中で、Ｇｏｏｇｌｅをメインで

していくのかというところも含めて、また検討していきたいというところで思っ

ていますので、そこのところのデータをどうするかというところも、どういうふ

うに別で保管できるものなのか、常時使うものなのかというところを分けながら

やっていただくようになるのかなというのは、今のところではそのようなふうに

考えております。 

 あとネットワークにつきましては、今のところは少し懸念があるというところ

でありますが、確かに、ますます、この後、想定されるのが、やはり校務と学習

系が統合されるところが一番問題だと思っていますので、そこに備えてというと

ころにはなりますが、ネットワークのアセスメントについては常に行っていると

ころではありますので、そのようなところをチェックしながら対応していきたい

というふうに思っております。 
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青 木 委 員  ありがとうございます。いずれにしても、対症療法的なところを考えながら進

んでいくしか手はないと思うので、本校でもそういうところで、教員と常に「最

新って、今、何なの」「もっと新しいサービスはないの」とか、それを模索しな

がら進んでいる状況ではありますので、ぜひ、各校の先生の現場や何かとも情報

を共有していただいて、それで最善策というのをその場その場で考えていくしか

ないかなというのが今の状況だと思います。 

 いずれにしても、大変だとは思いますが、ぜひこの計画、少しでも早く実現で

きるようにお願いできればと思います。ありがとうございました。 

 

教育支援センター所長  ありがとうございます。 

 

教 育 長  他にいかがでしょうか。 

 

野 田 委 員  指導室並びに教育支援センターの方々が主体的に策定いただきまして、ありが

とうございました。改定の要点についても、私も賛同する内容ですばらしいと思

います。 

 それぞれ、めざす姿のところですが、この最初の１の端末の整備ですけども、

いろいろな報道も含めて、あと、国内の端末の利用状況ですけども、色々、我々

大人が想定できないようなトラブル、故障で整備に出したら中に砂がいっぱい入

っていたとか、色々な状況が今回のこの期間を通じて蓄積されたと思いますので、

これからのトラブル対応にも、そのような事例を生かして、逆にメーカーさんな

どにもそういうフィードバックをしていただいて、このような故障事例があった

とか、そういうのを共有していただけると、今後、修理の対応も柔軟に行ってい

ただけるのかと思っております。 

 次の校務のＤＸ化についても、これはもう求められていた方策だと思っており

ますので、ぜひとも進めていただきたいと思いますし、これまでたくさん事務局

の方から学校に向けてアンケートをお願いしたりとか、学校の方からの調査だと

か、あと、学力調査の成績だとかの解析、このようなところで、学校にもありま

すし、事務局の方にもたくさんのデータがあると思います。 

 非常に授業の時間を割いてアンケートを取ったりとか、大変な労力が現場では

かかっているという声を聞いておりますが、大変貴重な情報ですので、このよう

なことが共通化されていくことによってデータの解析がより深くできると考えて

いますので、そのようなところも含めて、この校務のＤＸ化ができることを期待

しています。 

 このようなところでは、情報のセキュリティーとか、まだまだ課題があるかと

思うのですけども、柔軟に対応していただいて、より効率的に使えていければと

思っています。 

 ３の方のこれからの学びですけども、やはりこれまではＩＣＴの利用というこ

とで、授業でＩＣＴを使いましょう、使いましょうというところから、これから、
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今回のここにお示しいただいているように、一台端末の活用ということで、次の

ステップに移られるということになると思います。 

 さらなる双方向での共有化というところが進んでいく中で、支援センターの方

からも学校に配信用のカメラを送っていただいたりだとか、特別教室にモニター

を置いていただく、電子黒板を置いていただくなどしていただいていますので、

特別教室でも大分電子黒板の活用が普及されていて、私も学校に伺ったときにそ

の活用の姿を見せていただいているのですけど、例えば不登校の児童の方とか、

体調がよくなくて学校に行けなかった場合の方とか、子どもたち、それは周りの

子どもたちに病気をうつさないために休んでいる方もいて、中には授業を聞くこ

とはできるような子もいると思います。 

 不登校のお家に関しても、学校でどのようなことをしているのかとか、やはり

不安な気持ちを抱えている子もいますので、できるだけやはり学校の状況をその

子どもたちに届けてあげたいという気持ちがあるので、そのようなところも少し、

何か、この先検討していただけるように、十分、検討はしていただいているので

すけど、何か実践事例を、１つでも取組をしていっていただければと思っており

ますので、これらのところをご検討いただいて、引き続き進めていただけるよう

に、よろしくお願いします。 

 

教育支援センター所長  ありがとうございます。まず端末の配備のところです。野田委員がおっしゃる

ように、本当に想定できないような故障があり、本当にこちらも驚いているとこ

ろもあります。 

 ですので、そのような内容も、もちろん業者もそうなのですが、学校の方にも

フィードバックもさせていただきながら、物を大事にするというか、そのような

ところも含めてお話を改めてさせていただいたりというところもしています。 

 あと、校務の方につきましても、ダッシュボードにつきましては、見る人によ

って情報の集め方が変わってきて、先生であれば、本当に児童・生徒を細かに見

るような情報、校長先生であれば学校全体、教育委員会からは本当に全校のデー

タを見て教育施策に生かすというようなことができるというふうに言われており

ますので、そのようなところを進めていきたいというふうに思っております。 

 あと、最後の端末の活用についてなのですが、オンライン授業というのは本当

にできてよかったなというふうに思っています。 

 お話があったように、不登校のお子さんの対応もあって、別室から授業を受け

ていたり、あとはフレンドセンターからも受けていたりということもあります。 

 あと、１つ事例がありましたのが、小学生で長期入院になってしまうというと

ころで、一旦、本来であれば転校扱いみたいな形になるのですが、校長先生から

ご相談がありまして、引き続き、端末をお貸ししていました。 

 やはり貸していることで、病室から学校、クラスとつながれるというところが

あって、すごく励みになったということ。 

 あと、退院されて戻ったときにすっと学校に入れるというところで、すごく保

護者の方に感謝されたと、校長先生からお話をいただきました。 
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 そのようなところもあるので、様々な使い方というか、そのようなところも柔

軟に工夫していきたいというふうに思っております。ありがとうございます。 

 

野 田 委 員  よろしくお願いします。 

 

善 本 委 員  よろしくお願いします。ありがとうございます。 

 私も青木委員、野田委員、お２人がおっしゃっていたように、改定の方向性に

ついては大賛成ですし、これをぜひスピード感をもって進めていただけたらなと

いうふうに思います。 

 特に学校の現場にいますと、やはり先ほどのご説明にあったように、教員によ

る使用頻度の格差のような問題というのは、ＩＣＴを活用する効果をなかなか実

感できない教員にも、校務のＤＸ化によって、使用に非常に効果があるというこ

と、自分の仕事にとっても効果があるということが実感できると進めていけるの

ではないかなというのが現場にいると実感ですので、ぜひその方向性でお願いで

きればなというふうに思います。 

 その上で、１つご質問をさせていただきたいのですが、１８ページにある児童

・生徒の情報活用能力の指標については、令和６年２月ということですから、昨

年ですかね、昨年の２月ぐらいに定めていただいたということですが、これにつ

いては、この指標は継続して使用されるということでよろしいでしょうか。 

 

指 導 室 長  指導室長でございます。 

 情報活用能力の指標につきましては、現在のパソコンの中でのソフト等を基に

しながら作っているというところで、基本的にはこの形を続けていくというふう

に考えております。 

 ただ、善本委員も多分懸念されているかなと思うのですが、情報については日

進月歩でどんどん変わっていくところがございますので、そこのところも含めて、

柔軟に、スピード感を持って改定していくところはあるかなとは思っております。 

 以上です。 

 

善 本 委 員  ありがとうございます。私が少し見ていて気になったのは、１点、すごく具体

的な話で、入力速度について目標設定されているのですが、目標の立て方として

は、私は板橋区のやり方がすごくいいなと思っていて、小学校もやっぱり低学年、

中学年、高学年で差があった方がいいかなというふうに思うのですけど、ちょう

どこの目標を立てられた同じころだと思うのですけど、中教審のデジタル学習基

盤特別委員会の方で、令和８年に向けての数値目標をＫＰＩでもう具体的に出し

ていて、小学校が文字入力４０字、中学校が６０字と設定されているのですね。 

 実際、でも、そこにも書いてあるのですけど、令和４年度の実態から２．３倍

ぐらいに上げなきゃいけないということで、かなり目標設定としては高い目標だ

なという感じがしていて、色々見ていると、でも、他県ではやっぱり国がそうい

う目標を設定しているので、そこに向けていこうみたいな方向性もあるみたいで、



20 

その辺も含めて、例えば板橋の目標が低いみたいに見られないように工夫をした

方がいいかなという感じはあります。 

 なので、低学年、中学年、高学年と中学生で目標設定されていますけど、中学

生が４０字という目標になっていて、結局、中教審の方で立てている目標が、２

年後の令和８年に向けてではあるが、６０字と設定されているので、その辺りを、

実態に即してということが必要だと思うので、この目標にこだわり過ぎる必要は

ないとは思うのですが、どういうふうにしてその目標ができそうかみたいな辺り

を、よく現場の声も聞いていただきながら、新しい目標設定をしていただくとい

いのかなというふうに思います。 

 こういう数値目標が出ちゃうと、現場の先生たちはすごくもしかしたら戸惑う

面もあるかもしれないのですが、一方で、そういうことをやっていくことも効果

があるのは間違いないので、その辺り、バランスを取りながらやっていただけた

らいいのかなというところで、少しそこの数値目標のところが気になったので、

指標についてお話をさせていただきました。 

 いずれにしても、あまり数値だけにこだわることが目的ではないのはもう間違

いないので、そのような意味で、子どもたちが情報活用能力を高めていければい

いというふうに思いましたし、今回、生成ＡＩについては、冒頭のところでだけ

言及されているのですけど、中学生に関しては、生成ＡＩとどう向き合うかとい

うことを私としてはかなりもうやっていかなくちゃいけないのではないかなとい

うふうなことも思っていますし、先ほど青木委員からも言及がありましたけど、

私がアンケートを見てすごく面白いなと思ったのは、子どもたちが処理能力に対

する重要度がものすごく高い。 

 大人の意見では処理能力はさほどでもないのですけど、子どもたちの意見、ア

ンケート結果だと、すごく処理能力を気にしているということも分かるので、そ

の辺りは本当に大人の目線での難しい要素もあると思うのですが、そういう意味

で、子どもたちがどんどん使っていけるようにするために、もちろんいろいろな

問題との兼ね合いがあると思いますが、ぜひ進めていただければなというふうに

思います。ありがとうございました。 

 

指 導 室 長  指導室長でございます。ありがとうございました。 

 今、善本委員がおっしゃったとおり、実際、これは指標ということですので、

これを基にしながら、しっかり現場の実態を踏まえて活用し、できるようにして

いこうと思っています。 

 また、現場の実態としましても、子どもたちの活用頻度が高ければ高いほど、

よく活用したいと思うので、この情報処理能力というところに子どもたちが着目

というか、高めたいという気持ちを持っているというところも大切で、指導する

教員の方もそこを感じ取った上でやっていく、そこの意識も高まってくると指標

の方も見直す。 

 あと、また、生成ＡＩにつきましても、ガイドラインも出ていますので、そこ

を踏まえて、こういうものをすぐ作ったらもうそのままということではなく、リ
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ニューアルしていくということを忘れずにやっていきたいと思います。 

 以上です。 

 

教育支援センター所長  私の方からも、先ほど冒頭にお話しいただきました校務ＤＸのところをしっか

りと進めていきたいと思います。 

 また、教員の活用というところの部分でありますが、やはり研修だったりとい

うところではあるのですが、来年度、少し工夫をして、今までは学校をぐっと進

めていく管理職、あと、ＩＣＴの推進リーダーという形で、それぞれに同じよう

な研修をしていたのですが、今度、来年は一緒に来ていただいて、一緒に研修を

受けていただこうかなというふうに思っています。 

 やっぱりそれぞれになってしまうと、何か、持ち帰ったときになかなか一緒に

ならないというところはあるので、一緒に研修を受けていただいて、学校として

そこで一緒に考えていただきたいなというふうに思っていて、そのような形で研

修も変えながら工夫をして進めていきたいというふうに思っております。 

 よろしくお願いします。 

 

教 育 長  それでは、他にいかがでしょうか。 

 

小 林 委 員  昨年の１２月に学校訪問で、実際に、お子さん、生徒さんたちが楽しそうにタ

ブレットを使って授業をされていらっしゃるのを拝見できました。 

 やはり校長先生が、「ＩＣＴに強い先生がいるので助かります」とおっしゃっ

ていたので、先生の間の格差というのがあるなということで、今、研修というお

話がありましたので、ぜひ進めていただきたいなと思いました。 

 そして、校務ＤＸ化で、先生方はすごく大変だというのが分かりましたので、

これによって大分先生方の負担が軽減されるといいなと思っております。 

 感想でございますが、以上でございます。ありがとうございます。 

 

教育支援センター所長  先生の格差というところではあるのですが、やっぱり学校の中でもというとこ

ろがあります。ＩＣＴ支援員をセンターの方から配置しているのですが、ＩＣＴ

支援員からの情報も聞きながら、例えばこういうところがここの学校は弱いなと

いうところがあれば、ＩＣＴ支援員任せにせずに、センターの職員でチームを組

んで、キャラバン研修ということで、訪ねていって、直接、私たちが研修をやら

せていただくというようなことも、その学校に合った形も進めさせていただいて

いるところなので、また、そこのところは引き続き進めていきたいと思います。

ありがとうございました。 

 

小 林 委 員  よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  他にいかがでしょうか。 
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青 木 委 員  少し先ほど石野所長からお話があったオンライン授業の方なのですけども、う

ちが新しく入れている導入で、結構いいので、少し紹介だけしておきたいのが、

今、画面の後ろに写っている大きいモニターがあると思うのですが。 

 これは電子黒板とオンライン授業を両方共用できるタイプなのですけど、ＭＡ

ＸＨＵＢというのですけど。これは本当によくて、先生が教室に持っていって、

ここで、それで普通の電子黒板のように使っているのですけども、もう完全にオ

ンラインの配信も同時にできてしまっていて、使い勝手はＷｉｎｄｏｗｓベース

なので、普通の先生でもすぐに慣れる形だと思うので、こういうものの導入も検

討していただけると、特にオンラインや何かが重要だと言われている小中学校で

は、結構、使ってもらえるのではないかなと思ったので。 

 すみません、余計な話かもしれないですけど、ご検討ください。よろしくお願

いします。 

 

教育支援センター所長  ありがとうございました。また電子黒板の更改のときにも、また新たな機器が

出ているところもあるかと思いますが、そのようなところも含めて検討していき

たいというふうに思っております。ありがとうございます。 

 

教 育 長  他にいかがでしょうか。 

 私からは、今回、この改定に向けて、本文の前に概要版をつけてもらったので

すが、これがとても分かりやすくて、１枚見るとさっと内容が頭に入ってくるこ

とがとてもよかったと思います。 

 ご存じのとおり、ＧＩＧＡスクール構想がコロナ禍で早まって、とにかくまず

は導入するということに力点が置かれていたのですが、いよいよＮＥＸＴ ＧＩ

ＧＡは、どう効果的に活用するのかというところにポイントが移ってきますので、

そこをしっかりやっていくという計画が、これでしっかり立ったという印象です。 

 さらに言えば、授業革新と連動していて、これからの授業は、一斉型ではなく

て、しかも単なる対話型でもなく、自分で子どもが自分の進度を決められる、そ

れから学習方法も選べるというような、セレクト型というのでしょうか、自己調

整型とか、自由進度学習と言われているもの、私はタイプＳと呼んでいますが、

こういうものが始まってきます。 

 そうなると、ますます端末が必須といいますか、非常に親和性があるので、重

要な取組になってくると思います。 

 当たり前のようにこなしつつ、子どもたちも学習がしやすい、先生も子どもた

ちがやっている学びが、この端末を見れば、全部、先生のところに情報が入って

きますので、今、この子はここまで進んだな、この子は少しここが遅れているか

ら声をかけようかなということがわかります。また、いろいろな場所で学習する

という形態の授業も始まってきますので、端末がとても先生にとってもありがた

い存在になります。ますますその需要が高まってくると思うのですね。 

       そのためのいいガイダンスができればというのが１点と、それから、小林委員

も今言っていただきましたが、校務ですね。校務支援ということで、先生方の働
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き方改革、あるいは「働きがい改革」と前教育長も呼んできておりますが、ここ

に資する形でスムーズにＤＸが進むと、ますます先生方もやりがいがある仕事が

できますので、そこに向けて、ぜひブラッシュアップをしていただければと考え

ますが、この点、センター長、いかがでしょうか。 

 

教育支援センター所長  冒頭の使い方、活用の方法になります。 

 やはり学校に行きますと、本当に使われているなというのが分かり、本当に浸

透してきたなというところではあるのですが、やはり一斉授業がデジタルの一斉

授業みたいなところの先生もまだいらっしゃいます。 

 ですので、そのようなところは、指導室とともに、授業改善とともに取り組ん

でいきたいというふうに思っております。 

 あと、２番目の働き方改革のところにつきましては、やはり校務ＤＸを進めて

いくこのチャンスで、どういうふうにしていくと、より先生方が効率よくできる

のか。 

 例えばダッシュボードのイメージなんかも、学校の現場の先生と話をしながら、

どのようなデータを収集して、どのようなものを見せることで先生たちがよくな

るというところも検証していきながら作っていきたいなというふうに思っていま

す。 

 あと、やはり働き方改革の中で、ペーパーレスというところでありますので、

そこのところもしっかり進めていけるような形を取っていきたいというふうに思

っています。 

 

教 育 長  指導室長からもお願いします。 

 

指 導 室 長  指導室長でございます。 

 今教育長からお話がありましたとおり、新しい学び、タイプＳのところに進ん

でいくに当たっては、その学びをするためには、このＩＣＴデジタルは欠かせな

いものだと思っています。 

 使う、使わないの二項対立ではなくて、新しい学びをする上でのツールになる

というところで、既にそういう動きが区内の学校にも広まっていますので、そち

らの方を横展開していくということはやっていきたいというふうに思っています。 

 また、授業が変わることによって、子どもたちが主体的に学習に取り組むこと

ができます。子どもたちが主体的に学習に取り組めるようになると授業の形も変

わりますので、先生方の授業準備を含めた授業の展開についても形が変わってき

ます。 

 時間を費やすところも変わってくるので、これが働き方改革につながるという

ふうにも思っていますので、そういう視点で授業革新と働き方改革を両輪でとい

うことは引き続きやっていきたいと思っています。 

 以上です。 
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教 育 長  ありがとうございます。 

 もう１点は、先ほど善本委員も触れていただきましたが、私の方でも、生成Ａ

Ｉについて、昨年末の職員向けの訓示で、令和７年はＤＸ化を、学校対応だけで

はなくて、教育委員会全体でも進めましょう、ＡＩの活用も研究してくださいと

いうことを伝えましたので、ぜひこの点も含めて進めていただければと考えてお

りますので、よろしくお願いします。 

 その点について、センター長から、一言、お願いできますか。 

 

教育支援センター所長  生成ＡＩにつきまして、昨年末にまた新たな指針が出たということで、指導室

の方から学校の方にも周知していただいております。 

 やはりそこのところを受けて、板橋区としてどういうふうに取り組むのか、ど

ういうふうに子どもたちに学んでもらうのかというところを一緒に考えて、教育

委員会としての方向性というか、そのようなところを示していけたらというふう

に思っておりますので、よろしくお願いします。 

 

教 育 長  学校対応だけではなくて、ぜひ教育委員会事務局も率先してＤＸ化を進めてい

くということも併せてよろしくお願いいたします。 

 それでは、よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

教 育 長  それでは、以上をもちまして本日の教育委員会は閉会とします。ありがとうご

ざいました。 

午前  １１時 １２分 閉会 


